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	2026年3月27日
	公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京
	公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京では、東京の芸術文化の魅力向上を目指した文化戦略の一環として、「芸術文化魅力創出助成」を実施しています。
	この度、3月27日（金）より、2026年度 第1期の申請受付を開始します。本日からアーツカウンシル東京ウェブサイトの、助成オンラインシステムから申請が可能です。
	より多様なアーティストや芸術文化の担い手への支援につなげるため、多くの団体やアーティストが参加する持続力・波及力のある革新的な創造活動、フェスティバルやアートプロジェクトを支援します。また、別途サポート費として、特定の費目にあたる経費について実費支援（上限有り）も併せて行います。
	1. 事業概要
	■申請者の資格
	東京都内に本部事務所又は本店所在地が存在する団体（芸術団体、民間団体、実行委員会 等）
	個人は申請者になれません。
	■対象となる分野
	音楽・演劇・舞踊・美術・写真・文学・メディア芸術（映像・映画、マンガ、アニメ、ゲーム等）・伝統芸能・芸能・生活文化（茶道、華道、書道 等）・ファッション・建築・特定のジャンルにとらわれない芸術活動（複合）等
	■対象となる事業
	都内で開催される芸術文化事業で一般への公開を伴い、複数の団体が主催・共催する(＊)、波及
	力を有する事業。例えば、下記のような事業を想定しています。
	＜東京の魅力発信となる事業（大規模な地域活性化の事業を含む）＞
	 東京の都市魅力につながる質の高さを有するライブエンターテインメントなど、動員力や話題性のあるもの
	 新しい発想・表現を追求する革新的なプログラム
	 様々な地域の文化資源を活用し、地域の魅力創出、地域の活性化を目指す大きな波及力のあるもの
	 社会に対する新たなアプローチや他分野・異業種・新技術等との協働を通じて、新しい発想・イノベイティブな価値創造を目指しているもの　等
	より魅力的な都市東京を目指して
	芸術文化魅力創出助成
	2026年度 第1期　オンライン申請受付開始
	2026年3月27日～5月15日（受付期間）
	芸術文化魅力創出助成
	＜インクルージョン＆サスティナビリティをめざす事業＞
	 子育て世代や高齢者・介護者なども含め、世代、国籍、障害などをこえ、誰でも参加できる、また参加の仕方やプログラムに工夫があるもの
	 環境問題など、様々な社会課題に芸術文化を通じて向き合うことで、芸術の新しい可能性にチャレンジしているもの
	 単なるイベントではなく、芸術文化活動の継続的な活動維持に資するもの　等
	＜サイエンス＆アートをテーマとする事業＞
	 芸術文化にデジタル技術やサイエンスを融合させた新しい発想・表現を追求・探求するもの
	 新たなテクノロジーの開発や提案につながる可能性があるもの　等
	（＊）複数の団体が主催・共催する事業の説明については、公募ガイドラインをご覧ください。
	■対象となる事業の実施期間
	2026年7月16日（木）以降に開始し、2027年7月15日（木）までに終了する事業。
	■対象となる事業の実施場所
	東京都内　※オンライン公開を含む
	■支援内容
	実施にかかる助成対象経費の2分の１以内で、かつ2,000万円を上限額とします。
	※消費税及び地方消費税に相当する額は全て助成対象となりません。
	また上記助成金とは別に、サポート費として上限金額までの実費を支援します。
	※申請の際にサポート費を希望する、希望しないを選択してください。
	AまたはB、もしくはAとB両方のサポート費を申請可能です。対象事業として採択された
	場合でも、サポート費が付与されない場合があります。
	■採択ポイント
	採択は審査会により決定します。審査にあたっては、事業の実現性に加えて、影響力・波及力、将来性・継承性、革新性・独創性を重視します。
	■申請締切日
	2026年 5月15日（金）14時まで
	2. 公募ガイドラインと助成オンラインシステムの手引き、申請方法
	詳細はアーツカウンシル東京ウェブサイトの公募ガイドラインをご覧ください。申請書類の提出方法は、オンライン申請となります。申請を行う団体は、ウェブサイト添付の「助成オンラインシステムの手引き」に従って手続きを行ってください。申請書類等は、助成オンラインシステムよりダウンロードできます。
	3. 公募説明会の開催
	下記日程にて、申請に関する説明会を実施します。
	①  2026年4月 10日（金）16時～17時　※オンライン開催
	②  2026年4月22日（水）11時～12時　※オンライン開催
	※申請方法、説明会の申込方法はアーツカウンシル東京のウェブサイトをご確認ください。
	https://www.artscouncil-tokyo.jp/grants/grant-for-artistic-city/25525/
	アーツカウンシル東京
	世界的な芸術文化都市東京として、芸術文化の創造・発信を推進し、東京の魅力を高める多様な事業を展開しています。新たな芸術文化創造の基盤整備をはじめ、東京の独自性・多様性を追求したプログラムの展開、多様な芸術文化活動を支える人材の育成や国際的な芸術文化交流の推進等に取り組みます。
	＜本事業に関するお問い合わせ＞
	公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京
	活動支援部助成課 支援デザイン担当：石綿、角南
	TEL：03-6256-8433　E-mail：ms-josei@artscouncil-tokyo.jp
	＜本リリース、掲載に関するお問い合わせ＞
	公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京
	企画部広報課 広報担当：長澤、柳生
	TEL：03-6256-8432　E-mail：press@artscouncil-tokyo.jp

